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1. はじめに 

平成 28年（2016年）熊本地震では図 1に示すように地

形自体が大きく変位していることが報告されている 1). こ

の影響により橋梁の被害の中には, 地震動の影響とともに

地盤変状の影響も加わることによって生じた事例が確認さ

れている 2).このような地盤変状の影響は, 被害を発見し

にくい基礎にも損傷をもたらす可能性があり, 橋が地盤変

状の影響を受けにくくする観点から下部構造の設置位置や

基礎形式の選定を行うことが重要である.  

このような背景のもと, 本研究では熊本地震において地

盤変状の影響を受けた橋梁基礎を検討対象として, その周

辺の地形条件, 地盤条件および基礎の構造条件に着目して

クロス集計を行い, 被害状況との関係について傾向分析を行った.  

2. 検討対象とした橋梁基礎 

本研究では, 熊本地震により周辺の地盤に変位が生じたと考えられる県道 28号や村道栃の木～立野線に位置す

る橋梁で, 直接基礎を有する下部構造及びボアホールカメラによる被害調査が別途行われた基礎を有する下部構造

を対象とした. ここで, 杭本体の被害調査には IT試験のような非破壊調査もあるが, 損傷状況のデータに関する

信頼性を高める観点から, 本研究では基礎内部の状態を直接確認(図 2)することができるボアホールカメラ調査が

実施された基礎を対象

とした. 検討対象とな

った基礎は橋台基礎 9

基, 橋脚基礎 11基の合

計 20 基である. これら

の基礎の構造条件と立

地条件を表１に示す.  

ここで表中の「基

数」とは, 直接基礎ま

たはボアホールカメラ

調査が実施された基礎

の基数であり, そのう

ち損傷が確認された基

数を表中では「損傷基
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図 1 熊本地震による地殻変動(水平) 
 (文献 1)から抜粋) 

表 1 検討対象とした橋梁基礎と立地条件 

橋梁名

適用道路

橋示方書 下部構造形式 基礎形式

橋軸方向

杭形式

基数

(※1)

損傷基

数(※2) 斜面方向数

阿蘇長陽大橋 昭和55年 中空橋脚 直接基礎 - 1 0 P2(0)

阿蘇長陽大橋 昭和55年 逆Ｔ字式橋台 直接基礎 - 2 2 A1(3),A2(3)

戸下大橋 平成2年 張出式橋脚 深礎基礎 単列 2 2 P4(1),P6(1)

俵山大橋 平成8年 張出式橋脚 大口径深礎基礎 - 2 0 P1(2),P2(1)

俵山大橋 平成8年 逆Ｔ字式橋台 深礎基礎 単列 2 2 A1(2),A2(3)

扇の坂橋 平成8年 逆Ｔ字式橋台 直接基礎 - 1 0 A1(2)

扇の坂橋 平成8年 張出式橋脚 大口径深礎基礎 - 2 0 P1(2),P2(1)

扇の坂橋 平成8年 逆Ｔ字式橋台 深礎基礎 単列 1 0 A2(2)

桑鶴大橋 平成6年 鋼製橋脚 深礎基礎 単列 1 1 P1(2)

桑鶴大橋 平成6年 逆Ｔ字式橋台 深礎基礎 複列 1 0 A2(2)

大切畑ダム橋 平成6年 逆Ｔ字式橋台 深礎基礎 単列 1 0 A2(0)

大切畑大橋 平成8年 中空橋脚 場所打ち杭 複列 2 1 P2(0),P3(0)

大切畑大橋 平成8年 中空橋脚 大口径深礎基礎 - 1 0 P4(1)

大切畑大橋 平成8年 逆Ｔ字式橋台 深礎基礎 単列 1 0 A2(1)

※1 直接基礎またはボアホールカメラ調査が実施された基数

※2 沈下等が確認された直接基礎またはボアホールカメラ調査により損傷が確認された基礎
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数」として記載している. 直

接基礎については, 橋の性能

に影響を与える沈下や平面移

動等が確認された場合を損傷

として計数した. また, 表中

の「斜面方向数」とは, 下部

構造が設置された周辺の斜面

条件を定量化したものであ

り, 図 3 に示すように下部構

造の周辺の等高線の状況から

周囲の傾斜方向を 0から 3

の 4区分に分類した. たと

えば, P1 橋脚の斜面方向数が 2であれば, 表中には P1(2)

と記載している.  

3. 基礎の損傷に関する傾向 

図 4は斜面方向数別に基礎の損傷状況を示した結果であ

る. 斜面方向数 3に該当する 3基は橋台の基礎であった

が, いずれも損傷が生じていることがわかる. この 3基の

うち 1基は平成 8年の道路橋示方書を適用して設計された

基礎であるが, 橋台の前面側及び両側面側が全て斜面とな

っているような位置に橋台を設置すると, 適用示方書によ

らず地盤変状の影響を受けた際に基礎に損傷が生じやすい

傾向にあることがわかる. 

また, 図 5は斜面方向数が 1又は 2に該当する基礎を対

象として, 基礎の損傷状況を基礎の構造形式ごとに集計し

た結果である. これより, 基礎の損傷は橋軸方向に単列配

置となった深礎基礎の場合に損傷が発生しやすい傾向があ

ることがわかる. これは, 斜面の近傍に下部構造を設置す

る場合には, 変形の生じにくい複数列配置の基礎形式にする, あるいは大口径深礎基礎のような剛性が高い形式を

選定する方が地盤変状の影響に対して基礎に損傷が生じるリスクが小さくなることを示している. 

4. まとめ 

熊本地震で地盤変状を受けた橋梁, 基礎の損傷の発生傾向を分析した. その結果, 周囲が全て斜面となっている

ような地形条件の位置に橋台を設置した場合や, 基礎の形式を橋軸方向に単列配置とした場合に, 基礎が地盤変状

の影響を受けて損傷しやすい傾向にあることが明らかになった.  
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図 3 斜面方向数の定義 

図 4 斜面方向数が基礎の損傷に及ぼす影響 
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図 5 斜面方向数が 1又は 2 の場合において 
基礎の構造形式が基礎の損傷に及ぼす影響 

図 2 ボアホールカメラ調査で 
確認された基礎の損傷の例 
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